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特集「マテリアルフローコスト会計 (MFCA)」

解 説(Commentary and Discusslon)

サステナLhJテイマネジメント手法としてのマテリアルフローコスト会計(MFCA)の新たな可能性に向けて:

IS014051と ISO14052の国際規格化を参考に
中蔦 道靖 1'*・ B.ワ グナー 2

TowardNewPotentials and lssues ofMateHalFlowCottAccounting oTCA)as a SuStainability Management Tool,

based on the lnternational Standardizations ofIS014051 and IS014052

Michiyasu NAKAJIMAl'*and Bernd WAGNER2

Synopsis: Sustainability management has become an essential issue for society and for business organizations.

A number of management tools to resolve sustainability issues have been developed, for example, MFCA

(Material Flow Cost Accounting) and LCA (Life Cycle Assessment). Both, MFCA anrl LCA, have been

published as international standards within the ISO 14000 ff Environmental Management framework

(ISO14051/2 and ISO14040). gottr approaches differ though considerably in scope, methodology, objective, and

result. MFCA focuses mainly on material efficiency of production processes within an organization LCA

concentrates primarily on the environmental relevance of products considering the entire life cycle "from

cradle to grave'. While MFCA is part of tJre Environmental Management Standard, in practice it has been

predominantly used to improve cost efficiency. LCA on the other hand has been used to show the

environmental impacts along the life cycle of a product, regarding mainly the amount of Green House Gases,

not regarding economic effects. But sustainability requests the consiileration of all three "bottom lines'

simultaneously: the economic, the environmental and the social Even though MFCA antl LCA differ in many

respects, they are linked to each other by a common core element: material (mass) flows and their

transformation. Prodricts (regarded bv LCA) are the result of transformation or production process (regarded

by MFCA). In this paper, we show some issues of MFCA as a sustainability management tool, based on the

international standardizations of ISOI4051 and ISO14052. When we try to integrate MFCA with LCA

regarding economic, environmental, and social aspects we first show some of the methodological differences.

The possibilities to integrate MFCA and LCA are explained by the case example of a German Solid Biomass

Heat and Power CeGeneration Planf including the calculation of a corporate Carbon Foot PrinL While most

MFCA case examples focus on an in-company scope this case study covers a wider boundary, from forest to

consumers, embracing the entire life cycle. We discuss possibilities to include economic aspects into LCA as

well as putting more emphasis on environmental aspects in MFCA. And we consider the analysis of social

aspects within such an integrated approach- This paper shows the possibilities to integrate MFCA and LCA

in order to develop a comprehensive and efficient tool of sustainability management, for corporate efficiency

and for public information purposes.

Keywords: International standardization; life cycle assessment (LCA); material flow cost accounting (MFCA);

resourie efficiencg sustainable development

1.は じめに

環境管理会計であるマテリアルフローコス ト会計

(MFCA)は 、組織が自らの事業経営に関する意思決定を

する際に、環境保全の促進と組織利益の向上という両側面

において、より効果的に目標を達成する経営情報を提供す

る手法として、21XXl年以降日本を中心に発展してきた。

また、近年では、MFCAの 基本的枠組が、国際規格

(IS014051)と して発行されるに至り、アジア諸国を中心

1 関西大学商学部/〒 564‐ 8680大阪府吹田市山手町邸
l Faculty of Business and Commerce,Kanstt University/3‐ 3‐35 Yalnate‐chQ Suita‐ shi,Osaka 564 8680

2 PЮ〔DL Scient逓 c Directot Wissenschattszentrum Um■ elt(WZU),Universittt Augsburg/Universiatsstl・ a3e la 86159 Augsburg・ Germany
*連絡先(Corresponding author),nakaiima@kansai■ .acjp
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関して細かな測定ならびに十分な分析も実施されてこな

かったこともある。後に、MFCAにおけるこのエネルギー

の取扱いが、MFCAの 国際規格化の過程では改めて重要

な課題のひとつとなり、結果として、IS014051の付録で

のエネルギー消費に関する説明に留 まっている (ISO

2011)。 要点としては、投入されたエネルギーに関して、

当該加工なり作業において理論的に必要とされるエネル

ギー量以上が消費されていることが多く、投入エネルギー

量の削減も重要であると指摘しているだけである。

また、環境影響評価でも重視される水に関しても、日本

において、水の使用量が当時、業種にもよるが、製造コス

ト的に大きく意識されることがなく、さらには井水などを

使用した場合には、企業の感覚としてはタダ (無料)の水

という意識が強く、流量計を個別に設置してまで測定しよ

うということはなかった。

したがって、MFCAは 環境管理会計手法として、

IS014000フ アミリーの中で国際規格 (IS014051)化 され

たが、ユーザーの意識として、MFCAは新たなコスト削

減手法であり、そのコスト削減はマテリアルロスの削減に

よって実現され、結果として、環境負荷削減にも貢献する

という手法として確立したと言える。

現在、国際規格化 (IS0 2016)が進行中であるMFCA
のサプライチェーンヘの展開も、自社内でのマテリアルロ

ス削減を実施する上で、サプライヤーや顧客との協働が必

要な場合が多くみられることと、さらに、このような企業

間に起因するマテリアルロスが企業内部に起因するマテリ

アルロスに対して相対的に大きいことが事例研究からも多

くみられることが背景にある (経済産業省 201L Schmidt

and Nakaiima 2013中 蔦 200a中鴬、木村 2012,2014)。

また、日本におけるサプライチェーンにおけるMFCA
事例において、サプライチェーンを構成する企業は、

MFCAを 最初に導入しサプライチェーンでのMFCAを 先

導する企業と、その企業のサプライヤー・(た とえば、1社 )

と (ま たは)顧客 (た とえば、1社)をモデルとして構想・

企画されている。理論的に考えられるサプライチェーンや

ライフサイクルのように、複数のサプライヤーやサプライ

ヤーのサプライヤー、さらには複数の顧客や顧客の顧客は、

具体的なMFCAの実用例としては想定されていない。さ

らに、LCAの事例研究とは異なってMFCAの事例研究に

おいては、揺りかごから墓場までのライフサイクルを範囲

とした一気通貫のMFCA分析はまだ実施されていない段
階である。ライフサイクルでのMFCAの実施を想定した

場合には、自社の事業に関連する一連の組織におけるマテ

リアルフローモデルの作成とデータ収集、その調査結果の

プロジェクトメンバー間の開示共有を必要とするなど、現

時点では現実味がない。したがって、上記の2社もしくは

56   Vo112 No 2 Apri12016

3社による企業間におけるMFCA分析が最小のセルとなり、

この最小単位である各セル (2～ 3社からなる複数企業単

位)がそれぞれに連携することで、たとえば、ライフサイ

クルの範囲に拡張することを目指している。

このようなMFCAにおける制約や課題がある一方で、日

本だけでなく、東アジア・東南アジアなど産業集積が進む

国々で、MFCAが企業に広く普及し始めていることも事実

である。このような普及に合わせて、たとえば、これまで

のMFCAを より環境配慮志向のマネジメント手法として

発展させるために、MFCAと LCAの統合可能性を検討し、

経済と環境とが「同等に」両立するマネジメント手法へと

発展させることは企業において重要である。そして、この

発展型のMFCA手法によってマネジメントすることで、サ

ステナビリテイ経営が実現できると考えられる。

3.よ り広範な範囲および環境影響 。社会的影響をも取り

込んだ MFCA分析 :ドイツでの事例から

先にも述べたように、日本におけるMFCAの導入当初

から、日本でのMFCAは製造工程のようなプロセスをそ

の導入範囲として設定され、環境管理会計手法として発展

した。それに対して、ドイツ・IMUでのMFCAは SAPや

ORACLEな どERPシステムにMFCAの概念を挿入し、企

業の情報システム全体に組み込んだようなMFCAが企画

され試行された (Wagner and Enzler 2tX15)。 そのような

適用の拡張性があるにもかかわらず、日本でのMFCAを

基礎とした現在の一般的なMFCAで は、必ずしも、企業

全体を範囲とした膨大なデータを測定 。収集し、MFCA分

析に合わせて処理することを必要要件としていない。した

がって、MFCAと LCAの統合モデルを考えた場合に、と

もに製品製造に関する物質的・物理的なインプット・アウ

トプットのフローを評価するにもかかわらず、MFCAと

LCAのデータ収集の範囲の相違から両者の統合が困難と

なっている。

たとえば、MFCAの分析範囲が、ひとつの製造工程で

あるにもかかわらず、LCAは原材料の取得から最終処分

に至るまでの製品システム全体を範囲としたライフサイク

ルであることである (日 本規格協会 2014)。 MFCAの適

用範囲が比較的狭いが個別性の高い実測値など実際値をも

とに、意思決定に有用な情報を作成する。それに対して、

LCAでは相対的に広範囲なライフサイクルのデータに基

づいて環境影響評価するので、全てのデータがMFCAと

同様に実測値など実際値に基づくならば、意思決定上の有

用性は同次元にあると言えるが、実際にはライフサイクル

データの一部 (大部分)は一般的な推測値になる。このよ

うなデータ範囲の違いをまずは克服する方法はないのであ

ろうか。
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のひとつであるバイオマスであるからである。ドイツでの

エネルギー政策の中で、再生可能エネルギーによるエネル

ギー供給に関しては補助金申請ができるようである。補助

金の規程において、必要要件を満たしているかという客観

的かつ科学的根拠が必要である。また、本バイオマス事業

において、銀行などの金融機関や投資家の支援も必要であ

り、金融機関や投資家への説明情報として、補助金申請と

同じく、本プロジェクトでの図1に示したような情報が必

要である。具体的には、たとえば、MFCAによる資源生産

性情報に基づく環境とコストなどの経済情報、また温暖化

ガス排出に関する環境影響情報、さらには地域社会や人的

な影響などの社会的影響に関する情報を揃える必要がある。

ドイツおいても、一般的には、このような広範囲な

MFCA分析には、複数の組織責任者の同意が必要で、か
つ容易ではないとのことであった。このようなプロジェク

トは面FJlであることから、プロジェクトにおいて、参加者

(組織)に とってウイン_ウ ィンの関係が可能であること、

将来性が高いことを示すことが必要である。また、一般的

には実施には契約が必要で、製品やサービスの価格や品質

に関するコミュニケーションと取り決めも必要である。本

プロジェクトでは資本的には独立しているが、関係する組

織との取引関係が長期的ではあった。この点は、コミュニ

ケーションの取りやすさに影響しているように思われる。

政策的なインセンティブ (補助金など)がこのような広

範囲なプロジェクトを可能とし、その必要要件が環境 。経

済 。社会というサステナビリテイを向上させる内容である

ことがMFCAを有効に活用する機会を与え、さらには、

環境影響を測る上で、LCA情報を利用することに繋がっ

たと思われる。この事例をひとつの見本とするならば、日

本の政策においても参考にすべき点はあると思われる。

4.おわりに

これまでの議論を踏まえて、結論的にいえば、現在の

IS014050シ リーズのMFCAと LCAを簡単に統合すること

は、企業実務上では難しいと言えよう。

ただし、サステナビリティ経営への社会の関心と期待に

応えるマネジメントシステムを構築することは必要不可欠

であろう。そのためには、これまでの議論で、特に日本で

の事例を基礎としたプロセス改善に資するコストマネジメ

ントという比較的固定化したMFCAを一旦、解体し、ド
イツでの事例を参考にしながら、再構築することが重要で

はないかと思われる。

要するに、厳密なマスバランスはまずは必要とせずに、

マテリアルフローを追跡することをMFCA(第 1段階)と し、

広範囲な様々なマテリアルフローをまずは見える化するこ

とが重要であろう。次いで、マテリアルロスやその環境影
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響・社会的影響を特定し測定する必要がある。なお、その

測定された事実を客観的かつ科学的に根拠づける必要があ

り、その場合にマスバランスを活用することが有用である。

この段階において、物質的な排出に関しては、客観的かつ

科学的根拠によって見える化できる。

そして、これらの情報をもとに、経済的な機会はコスト

評価手法を活用して評価し、同時に、環境影響に関しては、

たとえば、LCAの支援を得ることで評価することが有効

であると考えられる。ただし、LCAの環境影響がC02な

どの温暖化ガス排出に依拠するのに対して、昨今の環境影

響の多面性に十分に応えることが可能かはさらに検討が必

要であると思われる。

また、現状の改善における意思決定に際にして、コスト

情報は、意思決定者である企業にとっては、ある程度、情

報の信頼性を得るに至っており、またコスト情報の活用経

験も蓄積されている。それに対して、環境影響を評価する

上で、「ある程度正確ではあるが厳密性を欠く部分がある」

という状況から「実務上の意思決定において信頼の置ける

正確性」であるという段階へと向上したLCAの経験と蓄

積を期待したい。なお、原価計算史の研究を踏まえて、私

見であるが、「実務上の意思決定において信頼の置ける正

確性」とは、必ずしも科学的な正確性の根拠だけでなく、

適当な正確性の追求と、その正確性の目的適合性の説明、

何よりもその正確性への社会的な理解を得ることであると

思われる。その実験的な見える化を実施するだけでも、今

課題となっているサステナビリティ経営では、適用可能で

あると考えられる。

社会的影響もLCAの応用として考慮可能なのかもしれ

ないが、一般的に、MFCAが経済的な側面を、LCAを 環

境的な側面を評価し、意思決定情報を提供するならば、先

の図1で もあったように社会的側面での評価も見える化の

中では取り入れる必要がある。マテリアルフローモデルの

作成過程では、物質的なフローだけでなく、その現場現場

での社会的な問題も垣間見ることは可能である。サステナ

ビリティに寄与するための課題と可能性は既に見出されて

いると言えよう。
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